
東
林
か
ら
復
社
へ
l

詞
臣
黄
道
局
を
め
ぐ
っ
て

論
文
の
目
的

明
末
の
天
啓
崇
禎
雨
期
に
は
、
政
治
面
や
社
会
面
に
お
い
て
一
つ

の
重
要
な
現
象
が
見
ら
れ
る
。
「
党
」
あ
る
い
は
ぺ
社
」
と
呼
ば
れ

注
①

る
政
治
・
文
学
の
集
団
が
結
成
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は

明
末
の
政
治
関
争
や
社
会
状
況
を
考
え
る
上
で
避
け
て
通
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
士
大
夫
踏
級
の
運
動
の
場
、
こ
れ
が
「
党
」

で
あ
り
、
青
年
読
書
人
の
運
動
の
場
、
こ
れ
が
「
社
」
で
あ
る
が
、

こ
の
二
つ
の
運
動
は
、
呼
名
は
ち
が
っ
て
も
ど
ち
ら
も
彼
等
自
身
が

自
覚
の
も
と
に
展
開
し
た
運
動
に
か
わ
り
は
な
い
。
前
者
は
政
治
集

団
「
東
林
党
」
を
、
後
者
は
文
学
集
団
「
復
社
」
を
以
て
そ
の
運
動

の
代
表
と
す
る
。
時
代
的
に
は
、
東
林
党
が
先
に
成
立
し
、
復
社
の

出
現
が
後
に
な
っ
た
が
、
集
団
の
中
で
活
躍
す
る
人
士
は
親
子
で
あ

注
争

り
子
弟
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
形
態
や
思
想
に
は
非
常
に
密

接
な
関
係
が
あ
る
。

河

利

治

内

東
林
党
は
、
政
治
的
グ
ル
ー
プ
と
し
て
十
七
世
紀
初
頭
、
政
界
に

有
力
な
地
歩
を
占
め
、
こ
と
に
天
啓
初
年
三
六
二
一
〉
は
そ
の
全

盛
時
代
と
評
さ
れ
る
。
し
か
し
天
啓
五
・
六
年
三
六
二
五

i
六
)

に
、
反
対
派
の
総
脱
税
忠
賢
の
手
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
再
度
の
大
弾

圧
に
遭
っ
て
、
東
林
六
君
子
・
東
林
七
君
子
と
呼
ば
れ
る
中
心
人
物

が
被
逮
殉
難
し
、
一
一
時
は
全
く
の
崩
壊
状
態
を
呈
し
た
。
と
は
一
一
一
一
口
え

東
林
的
気
風
は
こ
れ
ら
の
弾
圧
に
よ
っ
て
、
完
全
に
崩
壊
し
絶
滅
し

去
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
後
藤
基
己
氏
は
「
崇
禎
時
代

C
六
二
八

i
一

六
四
回
)
の
政
界
に
お
け
る
東
林
勢
力
の
復
活
や
、
党
中
の
人
物
で

あ
る
劉
宗
周
(
一
五
七
八

i
一
六
四
五
)
・
黄
道
周
〈
一
五
八
五

i
一

六
回
六
)
二
氏
を
中
心
と
す
る
講
学
グ
ル
ー
プ
の
発
展
は
、
こ
れ
を

裏
書
き
九
一

ω一
と
論
じ
、
説
。
買
と
主
席
の
二
人
を
特
に
東
京

ら
復
社
へ
の
継
承
発
展
の
中
心
的
存
在
と
み
な
し
て
い
る
。
続
い
て

復
社
に
つ
い
て
は
「
東
林
の
後
継
と
し
て
小
東
林
と
ま
で
異
名
さ
れ



た
張
薄

C
六
O
二
i
四
一
)
・
張
采
(
一
五
九
六

i
一
六
回
八
)
一

派
の
復
社
お
よ
び
こ
れ
に
呼
応
す
る
各
地
の
文
社
的
団
体
と
し
て
組

織
さ
れ
た
学
問
的
・
政
治
的
グ
ル
ー
プ
の
発
達
に
も
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

劉
宗
周
が
東
林
党
中
の
代
表
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
門
入

賞
。
抗
議
の
『
明
儒
学
案
』
巻
六
二
歳
山
学
案
で
著
名
で
あ
り
、
か
っ

『
昭
如
史
』
巻
二
五
五
劉
宗
周
伝
に
も
「
詮
人
審
院
を
築
き
、
同
志
を

集
め
て
講
熔
す
」
と
あ
る
通
り
、
議
学
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
た
点
は

明
ら
か
で
あ
る
。

も
う
一
人
の
黄
道
府
に
つ
い
て
は
、
黄
宗
義
ほ
ど
の
秀
れ
た
門
人

が
輩
出
し
な
か
っ
た
為
か
、
研
究
視
野
か
ら
外
れ
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
『
明
史
』
巻
二
五
五
黄
道
周
伝
の
「
特
に
勝
仁
好
人
を
招
き
東

林
復
社
の
獄
を
搭
ふ
る
に
方
る
。
故
に
道
開
之
に
及
ぶ
」
や
、
『
東

林
列
伝
』
巻
十
二
黄
道
周
伝
の
「
東
林
を
設
毅
せ
ん
と
欲
し
、
草
を

斬
り
根
を
除
き
、
而
る
後
快
と
す
る
を
期
し
た
れ
ば
別
ち
先
生
危

し
」
と
い
う
棟
鼎
の
言
葉
、
さ
ら
に
『
荷
臨
時
一
家
ピ
巻
二
朋
党
大
略

の
「
東
林
始
ま
っ
て
盟
に
主
た
る
は
、
顧
・
制
御
・
鴻
・
越
諸
賢
の
如

き
も
の
。
継
い
で
高
・
楊
・
左
・
貌
・
緩
・
周
の
如
き
も
の
。
又
継

い
で
劉
宗
周
・
李
邦
華
・
文
震
孟
・
挑
希
孟
・
侃
元
瀦
・
黄
道
周
の

如
き
も
の
。
最
後
は
張
薄
・
馬
世
奇
・
徐
沼
山
・
夏
允
券
・
楊
廷
麟
諸

公
の
如
き
も
の
な
り
。
文
章
節
義
、
世
の
糖
模
為
り
」
と
い
う
林
持

対
の
一
文
を
見
る
と
、
黄
道
周
が
東
林
党
中
の
重
要
な
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
。
ま
た
誇
口
雄

三
氏
が
「
思
想
史
上
東
林
派
人
士
と
し
て
重
視
さ
れ
る
べ
き
人
物
は

注
@

ま
だ
他
に
も
あ
り
、
例
え
ば
黄
道
周
」
と
論
じ
て
い
る
が
、
今
後

は
黄
道
府
を
さ
ら
に
深
く
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る。
因
っ
て
本
稿
で
は
、
寅
道
周
が
ど
の
よ
う
に
東
林
や
復
社
の
人
土

と
交
際
し
た
か
、
さ
ら
に
東
林
か
ら
復
社
へ
い
か
に
橋
渡
し
を
し
た

か
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
に
す
る
。

東
林
か
ら
受
け
た
も
の

( 56 ) 

東
林
六
君
子
ハ
楊
滋
・
左
光
斗
・
実
化
中
・
貌
大
中
・
周
朝
瑞
・

顧
大
章
)
と
東
林
七
君
子
(
照
宗
建
・
謬
日
間
期
・
高
撃
穏
・
周
起
一
克
・

席
順
回
日
・
李
庭
昇
・
寅
尊
素
)
を
あ
わ
せ
た
十
三
君
子
の
墓
誌
銘
及

び
行
状
や
伝
記
を
、
一
体
誰
が
書
き
贈
っ
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
面

白
い
こ
と
に
気
付
く
。
一
番
多
い
の
は
、
『
菜
靭
忠
節
死
臣
俸
』
に

高
禁
龍
等
八
人
の
伝
記
を
書
い
た
呉
底
箕
で
あ
る
。
次
が
銭
謙
益

で
、
「
緩
公
行
紋
」
「
高
公
一
柳
道
碑
」
「
寅
公
墓
誌
銘
」
「
局
公
榊
道
碑
」

「
顧
公
墓
…
一
一
部
銘
」
〈
以
上
『
牧
驚
初
挙
集
』
)
、
「
李
公
墓
誌
銘
」
(
『
牧
驚

有問時
T

集
』
)
の
六
編
が
あ
る
。
つ
い
で
張
薄
の
「
楊
公
墓
誌
銘
」
「
祭

貌
廓
題
先
生
文
」
「
周
公
墓
誌
銘
」
「
五
人
墓
碑
記
」
(
以
上
『
七
録
努



文
集
』
)
の
四
編
、
そ
し
て
黄
道
府
の
「
左
忠
毅
公
墓
誌
」
「
周
忠
怒

公
墓
誌
」
「
周
忠
介
公
碑
」
(
以
上
司
黄
津
浦
集
』
)
の
三
一
潟
、
さ
ら

に
促
元
磁
の
「
倖
丘
左
公
行
獄
」
「
周
来
玉
先
生
侍
」
(
以
上
司
侃
賓

態
本
』
〉
、
陳
龍
正
の
「
祭
貌
忠
節
公
」
ハ
『
幾
亭
文
録
』
)
「
高
子
小
惇
」

(
『
幾
亭
綴
文
録
』
)
の
二
編
と
続
く
。
そ
の
他
一
一
編
の
も
の
に
、
業

茂
才
、
朱
国
禎
、
銭
士
升
、
陳
仁
錫
、
活
景
文
、
史
可
法
、
張
概
況
、

呉
偉
業
が
あ
る
。

こ
こ
に
名
を
連
ね
た
面
々
が
、
い
ず
れ
も
東
林
か
復
社
に
属
す
る

人
士
で
あ
る
点
は
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
驚
く
に
値
し
な
い
が
、
政

注
⑤

客
と
し
て
有
名
な
銭
謙
益
と
、
復
社
の
盟
主
張
簿
や
そ
の
メ
ン
バ
ー

の
呉
態
箕
を
除
く
と
、
黄
道
府
が
文
章
家
と
し
て
、
当
時
い
か
に
有

名
で
あ
っ
た
か
が
分
る
。
そ
れ
は
「
左
忠
毅
公
墓
誌
」
に
見
え
る

「
天
下
、
能
く
之
を
言
ふ
土
、
之
が
銘
を
為
る
者
多
し
。
而
し
て
御

注
@

史
三
山
公
(
徐
行
可
)
、
又
?
?
に
命
じ
て
之
を
銘
せ
し
む
」
と
い
う

文
章
か
ら
も
窺
え
る
。

黄
道
局
は
天
啓
二
年
三
六
二
二
)
の
進
土
で
、
そ
の
時
は
す
で

に
宮
官
貌
忠
賢
一
派
が
朝
政
を
専
横
し
て
い
た
。
道
周
は
翰
林
院
庶

士
口
士
・
編
修
か
ら
経
症
一
展
書
官
と
な
っ
た
天
啓
五
年
(
一
六
二
五
三

議
紘
一
は
尊
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
室
田
を
奉
じ
て
膝
行
す
る
畏
書

官
と
し
て
の
慣
例
を
破
っ
て
平
歩
し
て
進
ん
だ
。
こ
れ
を
見
た
貌
忠

賢
は
自
を
そ
ば
だ
て
た
が
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
い

ぅ
。
崇
禎
一
一
一
年
ハ
一
六
一
ニ

O
)、
貌
忠
資
の
残
党
が
葉
山
口
問
焼
事
件
を

口
実
に
東
林
党
の
一
一
掃
を
は
か
り
、
出
輔
銭
龍
錫
を
抹
殺
し
よ
う
と

し
た
時
、
道
周
は
一
入
、
銭
龍
錫
救
済
の
疏
文
を
奏
上
し
た
。
こ
の

疏
文
を
出
発
点
と
し
、
道
局
の
政
治
活
動
は
崇
禎
年
間
に
集
中
し
て

い
る
が
、
天
啓
か
ら
崇
禎
へ
の
政
治
情
勢
を
「
左
忠
毅
公
墓
誌
」
で

次
の
よ
う
に
品
一
一
ロ
う
。

公
と
諸
公
渡
し
、
数
月
な
ら
ず
し
て
烈
皇
出
づ
。
貌
稽
父
子

は
凌
還
せ
ら
れ
て
死
し
、
諸
彪
虎
も
各
々
法
に
正
し
て
設
さ

る
。
・
:
故
に
天
人
、
勝
を
岳
J

ふ
の
舎
は
、
聖
人
と
雌
も
自
ら
持

す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
其
の
勢
ひ
決
す
る
者
は
之
と
挺
ん

で
白
は
れ
、
其
の
務
ま
る
こ
と
長
き
者
は
之
と
遅
れ
て
久
し
。

之
を
挺
自
す
る
と
濯
久
す
る
と
は
、
天
、
之
を
脱
税
す
る
に
以

て
其
の
口
を
得
る
が
若
く
、
刻
ち
天
下
に
群
た
る
俊
傑
も
其
の

智
力
を
用
ふ
る
所
無
し
。
故
に
詣
へ
ら
く
群
小
能
く
鈎
縄
を
操

り
て
人
を
先
に
撃
し
、
人
を
後
に
曳
く
。
別
ち
亦
た
群
小
の
遁

注
⑦

ち
に
興
す
る
な
り
。

左
光
斗
は
東
林
派
の
大
弾
正
に
よ
っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
一
人
だ

が
、
彼
は
逮
捕
さ
れ
た
持
、
「
幸
は
く
は
讃
蓄
し
、
勉
め
て
善
を
為

注
@

し
、
我
を
以
て
戒
と
為
す
勿
れ
」
と
弟
子
達
に
告
げ
た
。
崇
禎
帝
は

即
位
す
る
と
直
ち
に
貌
忠
賢
一
派
を
割
引
政
か
ら
駆
除
し
、
正
義
の
人

士
を
再
び
重
用
し
た
が
、
し
か
し
数
年
も
た
つ
と
、
ま
た
貌
派
の
残
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党
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
結
局
、
左
光
斗
め
願
い
は
か
な
え
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
道
周
は
左
光
斗
と
直
接
に
交
流
を
し
て
い
な

い
が
、
こ
の
墓
誌
を
書
く
に
当
た
っ
て
、
「
劾
貌
忠
賢
二
十
四
大
罪

疏
」
を
奮
い
た
楊
漣
と
と
も
に
、
東
林
の
「
大
義
」
を
高
く
評
し
た

か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
田
川
忠
慾
公
墓
誌
」
に
は
、
同
郷
の
先
人
周
起
元
が
黄
道
周
に
対

し
て
、
郷
元
擦
と
潟
従
吾
が
北
京
に
創
建
し
た
首
善
書
院
に
赴
く
よ

う
勧
め
た
話
が
見
え
る
。

公
の
入
り
て
太
僕
為
る
に
方
り
、
子
、
己
に
廃
常
震
り
。
俄

租
無
け
れ
ば
、
一
楊
を
借
り
、
公
に
従
ひ
て
躍
の
お
刀
に
臥
す
。

公
、
数
ば
予
に
首
普
に
過
ぎ
ら
ん
こ
と
を
約
し
、
予
、
数
ば
敢

て
せ
ず
と
謝
す
。
孫
宗
伯
の
至
る
に
及
び
、
数
ば
三
案
の
事
を

談
じ
、
予
も
亦
た
徴
に
異
同
有
り
。
然
れ
ど
も
公
、
是
を
以
て

沼
笹

子
を
不
亭
と
謂
は
ず
。

翰
林
続
編
修
を
授
け
ら
れ
た
ば
か
り
の
道
周
は
、
首
善
書
院
に
赴

き
朝
政
に
つ
い
て
特
に
三
案
事
件
に
つ
い
て
思
う
所
を
述
べ
た
。
一
二

案
事
件
は
東
林
と
反
対
勢
力
と
の
抗
争
で
あ
る
が
、
こ
の
政
権
争
い

を
道
府
が
ど
の
よ
う
に
み
な
す
か
は
、
東
林
派
の
人
々
に
と
っ
て
関

心
事
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
質
問
が
、
道
関
川
が
正
義
の
土
で
あ
る

か
ど
う
か
の
テ
ス
ト
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
然
れ
ど
も
公
、
是

を
以
て
予
を
不
問
中
と
謂
は
ず
」
と
は
、
生
々
し
い
歴
史
を
し
っ
か
り

把
握
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
一
応
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
言
葉
と
解

せ
よ
う
。
孫
宗
佑
は
礼
部
尚
書
の
孫
慎
行
を
指
す
が
、
都
御
史
の
地

位
に
あ
っ
た
郷
元
標
と
と
も
に
、
当
時
の
東
林
派
に
お
け
る
リ
ー
ダ

ー
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
時
代
を
担
う
人
士
と
の
面
識
を
持
た
せ
よ

う
と
、
周
起
元
が
道
周
に
働
き
か
け
た
と
も
み
な
せ
よ
う
。

周
起
一
克
と
の
交
際
は
公
私
に
一
旦
っ
て
お
り
、
荘
起
健
編
「
津
浦
黄

先
生
年
譜
」
の
天
啓
三
年
の
項
に
見
え
る
話
が
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

進
土
と
な
っ
た
道
周
は
母
親
を
都
に
迎
え
よ
う
と
、
妻
林
氏
と
と
も

に
故
郷
を
旅
出
た
せ
た
が
、
嘉
輿
ま
で
来
た
持
、
林
氏
が
病
卒
し

た
。
そ
の
折
、
蘇
州
巡
撫
の
任
に
あ
っ
た
周
起
一
万
の
尽
力
に
よ
っ

て
、
葬
儀
を
無
事
済
ま
せ
、
母
親
を
都
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

道
周
は
一
一
一
回
う
ま
で
も
な
く
、
母
親
も
ま
た
周
起
一
克
を
一
生
の
恩
人
と

感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
周
起
元
が
逮
捕
さ
れ
た
と
開
く
や
、

数
千
金
を
集
め
て
何
と
か
救
済
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
母
親
か
ら

す
れ
ば
、
数
千
金
で
も
額
が
少
な
い
と
恨
め
し
く
思
っ
た
と
い
う
の

だ
か
ら
、
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
相
当

強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
道
局
が
同
郷
の
毅
友
張
概
況
の
弟
燈

注
⑮

叔
に
宛
て
た
手
紙
に
よ
っ
て
も
窺
え
る
。

さ
ら
に
周
起
一
五
の
枢
が
故
郷
の
海
澄
に
帰
り
、
調
が
建
て
ら
れ
た

注。

時
、
黄
道
局
は
粛
然
と
し
て
五
律
四
首
を
詠
じ
た
。
そ
の
第
四
首
の

鎮
聯
と
頚
聯
で
、
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一
時
間
強
者
一
一
時
燈
者
に
向
ず
る
も

千

古

不

友

人

千

古

人

を

灰

に

せ

ず

龍
馬
初
闘
象
龍
馬
初
め
て
図
象
せ
ら
れ

貌

狼

己

化

盛

射

狼

己

に

塵

に

化

す

コ
時
、
亡
屈
の
遺
民
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
永
遠
の
時
間
は
人

を
灰
に
は
し
て
し
ま
わ
な
い
。
す
ぐ
れ
た
人
物
(
周
起
元
)
は
画
像

に
措
か
れ
、
残
酷
で
貧
欲
な
人
物
(
貌
派
の
残
党
)
は
も
う
塵
と
化

し
て
し
ま
っ
た
」
と
詠
じ
、
周
起
元
の
画
像
を
後
世
ま
で
伝
存
し
、

永
遠
に
思
慕
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

間
頗
日
日
の
神
道
碑
で
あ
る
「
周
忠
介
公
碑
」
は
、
張
薄
の
「
五
人

墓
碑
記
」
と
あ
わ
せ
読
む
必
要
が
あ
る
一
編
で
あ
る
。

蓋
し
之
を
開
く
、
啓
一
一
事
に
憶
と
臼
ひ
、
部
風
に
夜
間
と
臼
ふ
。

奮
せ
ず
憤
ら
ず
ん
ば
、
白
日
に
衆
寝
ね
ん
と
。
天
啓
の
末
年
、

上
一
帝
俵
寂
す
る
に
、
奄
ヰ
ア
光
を
吐
き
、
天
下
を
焚
灼
し
、
天
下

被
然
と
し
て
旦
す
る
所
を
知
ら
ず
。
間
吏
部
琴
洲
先
生
起
ち
て

大
呼
し
、
以
て
義
奴
の
必
ず
立
に
出
で
ん
と
し
、
球
勢
の
必
ず

且
に
消
え
ん
と
し
、
狐
魅
の
必
ず
侍
む
べ
か
ら
ず
、
歯
を
鳴
み

舌
を
砕
き
、
死
を
お
み
て
悔
い
ず
と
借
用
す
。
鳴
呼
、
百
世
に
憤

注
号

奮
し
て
之
を
篤
す
も
の
に
非
ず
や
。

「
霊
学
に
慎
と
臼
ひ
」
は
『
論
一
諮
』
(
述
一
郎
)
の
「
発
憤
し
て
食
を

忘
る
」
を
ふ
ま
え
、
「
師
風
に
奮
と
臼
ふ
」
は
司
馬
遷
(
報
任
少
卿

設
問
)
の
「
常
に
奮
し
て
身
を
顧
み
ず
、
以
て
画
家
の
急
に
殉
ぜ
ん
こ

と
を
思
ふ
」
を
念
頭
に
お
い
た
一
言
葉
に
ち
が
い
な
い
。
「
闇
夜
は
必

ず
日
の
自
を
見
る
時
が
来
る
も
の
、
奄
党
勢
力
は
必
ず
跡
形
も
な
く

消
え
さ
る
も
の
、
死
に
お
も
む
い
て
後
悔
し
な
い
」
と
大
呼
し
た
周

煩
昌
の
姿
を
、
永
久
に
発
奮
す
る
人
士
と
み
な
す
。

「
席
忠
八
八
公
碑
」
と
「
五
人
墓
碑
記
」
の
二
編
に
共
通
す
る
テ
ー

マ
は
、
「
間
関
読
の
変
」
と
い
う
蘇
州
に
お
け
る
「
民
変
」
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
公
的
立
場
・
正
面
か
ら
と
ら
え
た
の
が
「
局
忠
介
公
碑
」
で

あ
り
、
私
的
立
場
・
側
面
か
ら
と
ら
え
た
の
が
「
五
人
墓
碑
記
」
と

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
事
の
経
緯
は
「
屑
忠
介
公
碑
」
に
鮮

烈
に
描
か
れ
て
い
る
。

な
お
道
局
は
書
家
と
し
て
も
有
名
で
、
「
明
末
清
初
六
大
家
」
の

一
に
数
え
ら
れ
る
が
、
南
京
博
物
院
に
は
真
跡
「
周
頼
回
目
神
道
碑

注。

巻
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
o

そ
の
末
尾
に
は
「
崇
禎
十
二
年
己
卯
、

:
玉
牒
、
録
総
輯
経
室
回
選
家
侶
治
生
黄
道
局
頓
首
撰
弁
書
」
と
款
記

が
あ
り
、
こ
の
碑
文
が
毘
順
昌
没
後
十
三
年
目
に
玉
繰
文
と
し
て
書

か
れ
た
祭
文
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

以
上
、
黄
道
周
の
「
左
忠
毅
公
墓
誌
」
「
局
忠
感
公
墓
誌
」
「
周
忠

介
公
碑
」
と
い
う
三
編
を
通
じ
て
、
道
周
と
三
氏
と
の
交
際
関
係
の

一
端
を
窺
っ
た
。
し
か
し
『
寅
津
浦
集
』
に
は
、
道
局
の
友
人
で
あ

る
東
林
派
人
土
の
錬
仁
錫
・
文
震
孟
・
挑
希
孟
・
馬
鳴
起
の
碑
伝
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文
、
明
末
に
殉
難
し
た
義
士
の
施
邦
耀
・
促
一
万
瀦
の
墓
誌
銘
が
あ

る
。
道
周
は
そ
れ
ら
の
友
人
を
東
林
の
正
義
の
気
風
を
受
け
継
ぐ
者

と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
促
元
瀦
を
「
天
下
の
鬼
」
と
評
し

て
い
る
の
は
そ
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
彼
等
と
の
交
際
を
通
じ
て

会
得
し
た
も
の
は
、
上
述
し
た
東
林
の
正
義
の
気
風
だ
っ
た
の
で
あ

る。

復
社
に
与
え
た
も
の

復
社
の
盟
主
は
張
鴻
で
あ
る
が
、
彼
の
墓
誌
銘
も
黄
道
周
が
書
い

注
⑬

て
い
る
。
「
張
天
如
墓
誌
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
北
京
の
故
宮
博
物

院
に
は
弘
光
元
年
(
一
六
四
五
)
一
一
一
月
と
款
記
の
あ
る
道
周
の
親
筆

つ
張
滞
墓
誌
銘
巻
」
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
墓
誌
銘
と
若
干
文

字
に
異
同
が
あ
る
。
墓
誌
銘
は
、
蒋
逸
雪
『
張
湾
年
譜
』
に
よ
れ

ば
、
張
湾
が
崇
被
十
四
年
(
一
六
回
一
)
五
月
に
卒
し
た
と
あ
る
か

ら
、
没
後
四
年
目
の
作
と
言
え
る
。

『
明
史
』
黄
道
府
伝
に
引
く
「
小
人
勿
用
」
と
い
う
言
葉
は
、
山
口
問

禎
五
年
〈
一
六
三
二
)
に
帝
に
奉
っ
た
「
放
門
際
事
疏
」
中
の
句
で
、

注
⑬

易
の
師
卦
上
六
の
交
辞
「
大
君
有
命
、
開
園
承
家
、
小
人
勿
用
」
に

基
づ
く
。
こ
の
疏
文
と
続
け
て
奉
っ
た
「
放
門
田
奏
琉
」
は
、
門
戸

の
禍
に
よ
っ
て
結
紳
が
網
を
は
ら
れ
て
落
し
穴
に
陥
れ
ら
れ
、
朝
政

が
小
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
を
批
判
し
た
抗
議
文
で
あ
る
。
こ

の
二
疏
文
に
よ
っ
て
黄
道
周
は
籍
を
溺
ら
れ
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
と

な
る
。
山
口
問
禎
十
三
年
(
一
六
回

O
)、
黄
道
周
が
邪
党
乱
政
の
罪
で

逮
捕
さ
れ
詔
獄
に
下
さ
れ
た
持
、
張
薄
は
死
を
覚
悟
で
彼
の
忠
純
を

明
か
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
崇
禎
帝
は
彼
を
救
お
う
と
し
た
戸
部
主

事
葉
廷
秀
と
監
生
徐
仲
吉
ら
を
も
獄
に
繋
い
だ
の
で
あ
る
。
翌
十
四

年
、
周
延
儒
が
再
度
召
さ
れ
て
政
治
に
当
た
っ
た
の
で
、
張
簿
は
宜

輿
(
延
儒
)
を
頼
り
、
彼
等
の
救
済
を
催
促
し
た
。
し
か
し
、
顔
い

は
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
道
局
は
湖
南
に
永
皮
の
身
と
な
っ
た
。
張
薄

は
こ
の
一
件
が
も
と
で
病
気
と
な
り
、
道
局
の
出
獄
(
崇
禎
十
五

年
)
よ
り
も
先
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
道
周
は
「
天
如
の

退
き
、
退
い
て
死
せ
る
は
、
財
ち
皆
惟
れ
余
の
故
な
り
」
と
墓
誌
銘

に
綴
っ
て
い
る
。
道
周
を
座
主
と
仰
ぐ
復
社
の
同
人
陳
子
龍
も
、

午
+
士
ゆ
ザ

「
天
如
病
篤
き
も
、
猶
ほ
門
人
と
易
を
講
ず
る
の
み
」
と
、
死
が
近

づ
い
て
も
最
後
ま
で
易
を
講
学
し
た
張
湾
の
読
書
学
問
の
精
神
を
語

っ
て
い
る
。

「
張
天
如
墓
誌
」
の
冒
頭
は
、
詞
林
に
籍
を
お
く
者
の
責
務
を
訴

え
、
当
世
の
文
学
忠
織
を
非
難
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

盟
家
詞
林
の
重
き
こ
と
、
二
百
六
十
年
な
り
。
承
明
の
起
仰

は
、
率
ね
東
観
よ
り
夜
戦
し
、
是
に
非
ざ
る
自
つ
す
る
者
は
、

維
雑
・
桑
毅
に
比
す
。
正
・
嘉
の
際
、
問
ま
一
少
愛
す
る
も
、

未
だ
大
旨
を
失
せ
ず
。
山
口
問
誠
に
至
り
て
後
は
、
他
に
寄
す
る
を
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授
守
し
、
其
の
大
旨
失
は
ん
こ
と
を
患
へ
り
。
市
し
て
或
ひ
と

謂
へ
ら
く
、
三
代
以
上
書
無
く
、
議
蓄
を
好
む
者
は
、
愚
に
非

ざ
れ
ば
必
ず
迂
と
。
鳴
呼
、
誠
に
間
取
、
迂
な
ら
ば
、
別
ち
蓄
を
合

注
⑬

て
て
可
な
り
。
六
萩
の
設
、
何
、
そ
藷
を
係
せ
ん
。

文
章
の
起
草
は
、
ほ
ぼ
東
観
(
宮
中
の
著
述
蔵
書
処
)
よ
り
出
発

し
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
、
暴
風
の
変
を
予
知
し
て
鳴
く
雄
維
や
、

妖
気
の
前
兆
の
桑
穀
と
い
っ
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
、
と
先
ず
詞

林
の
文
章
の
優
位
性
を
説
く
。
そ
し
て
、
正
徳
・
嘉
靖
年
間
は
、
前

後
七
子
の
古
文
辞
派
が
活
躍
し
た
時
代
で
、
こ
の
間
に
や
や
文
章
は

変
化
し
た
が
、
大
旨
ハ
詞
林
と
し
て
の
道
)
を
見
失
う
こ
と
は
な
か

っ
た
。
だ
が
崇
禎
期
に
な
っ
て
か
ら
は
、
大
旨
が
な
く
な
る
お
そ
れ

が
で
て
き
た
、
と
明
末
の
詞
林
の
墜
落
を
悲
観
す
る
。
末
匂
の
「
六

蔽
の
説
」
と
は
、
『
論
一
諮
問
』
ハ
陽
貨
)
の
「
六
言
六
蔽
」
を
受
け
、
学

問
を
好
ま
な
い
な
ら
ば
、
「
怠
・
蕩
・
紋
・
絞
・
乱
・
狂
」
の
六
蔽

が
、
「
仁
・
知
・
信
・
直
・
勇
・
間
」
の
六
徳
を
覆
い
発
揮
で
き
な

く
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
認
林
の
人
た
る
も
の
、
読

書
学
問
に
励
め
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
読
書
学
問
の
必
要
性

は
、
こ
の
文
章
を
通
じ
て
訴
え
た
い
主
限
で
あ
り
、
こ
の
主
張
が
最

後
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。

そ
ん
な
風
潮
の
中
で
、
読
書
学
問
に
勉
励
し
た
人
物
と
し
て
、
張

薄
の
存
在
を
高
く
持
ち
上
げ
る
。
た
と
え
ば
自
分
と
張
薄
の
性
格
を

比
較
し
て
「
予
の
性
は
演
に
し
て
立
つ
部
な
り
。
見
る
所
の
蓄
は
寡

く
、
郎
ち
数
ば
見
る
も
復
た
記
憶
せ
ず
、
且
つ
直
一
一
高
を
以
て
罪
を
団
員

ひ
、
九
折
幾
ど
死
せ
ん
と
す
。
天
如
既
に
口
訴
に
し
て
沈
黙
し
、
論

洋一@

を
持
す
る
を
喜
ば
ず
」
と
言
い
、
張
薄
が
文
章
家
で
あ
る
点
を
「
予

謂
へ
ら
く
、
是
の
一
に
先
生
は
終
に
蛍
に
文
を
以
て
鼎
に
接
る
べ
き

の
ぬ
」
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
文
章
家
と
し
て
の
張
薄

を
評
価
し
た
も
の
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
張
湾
の
具

体
的
な
学
問
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
墓
誌
銘
の
撰
文
を
道
局
に
依
頼

し
、
か
つ
張
薄
と
と
も
に
「
婁
東
の
二
張
」
と
呼
ば
れ
た
張
采
と
か

ら
め
て
、
「
公
少
き
よ
り
張
采
受
先
と
交
は
り
、
日
夕
に
一
堂
の
上

に
講
習
し
、
諸
々
の
経
史
皆
手
づ
か
ら
録
す
る
こ
と
七
還
、
之
を
七

銭
粛
と
謂
ふ
。
受
先
既
に
進
土
と
成
り
、
公
金
々
自
ら
奮
ひ
、
必
ず

注
②

文
章
・
廉
偶
を
以
て
砥
璃
す
」
と
述
べ
る
。
こ
の
姿
勢
は
、
道
局
が

墓
誌
銘
中
に
引
用
し
た
張
采
の
「
張
薄
日
夜
経
を
講
じ
史
を
論
じ
、

心
に
矢
っ
て
報
稽
す
る
を
以
て
、
門
官
ち
未
だ
一
日
な
ら
ず
し
て
、
官

民
主
を
震
き
、
需
の
下
に
入
地
し
、
泣
誌
で
自
ら
明
ら
か

に
す
る
を
得
ざ
り
し
は
、
亦
た
友
し
む
に
足
る
な
り
」
と
い
う
疏
文

と
、
表
一
義
一
体
の
関
係
に
あ
ろ
う
O

B

注
舎

道
周
に
は
一
張
湾
、
を
弔
っ
た
「
突
張
西
銘
」
と
題
す
る
七
律
が
二
首

あ
り
、
そ
の
第
二
首
の
一
狽
聯
に
「
十
年
の
著
作
、
千
年
に
秘
し
、
一

世
の
文
章
、
百
世
に
師
た
り
」
と
あ
る
の
は
、
文
章
家
と
し
て
の
張
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湾
に
贈
っ
た
最
大
の
賛
辞
で
あ
り
、
こ
の
二
匂
を
以
て
張
一
揮
を
総
括

す
る
と
一
一
一
一
同
つ
で
も
過
一
一
一
一
日
で
は
あ
る
ま
い
。

注
⑧

ま
た
、
陳
子
龍
に
も
「
突
張
天
如
先
生
二
十
四
苦
」
が
あ
り
、
そ

の
第
二
十
首
は
、
張
と
寅
の
二
人
の
関
係
を
、
後
漢
の
何
額
と
貌
郊

に
な
ぞ
ら
え
て
詠
ん
で
い
る
。

十
部
冠
君
子
朔
風
前
南
冠
の
君
子
朔
風
空
間

懐
慨
西
行
倍
可
憐
様
慨
西
行
し
て
ま
す
ま
す
憐
む
べ
し

己
乏
何
額
免
奔
走
己
に
乏
し
何
額
の
為
に
奔
走
す
る
に

更
無
貌
郁
輿
周
旋
更
に
無
し
貌
郁
の
与
に
周
旋
す
る
を

何
額
は
、
陳
蕃
・
李
腐
ら
が
敗
れ
る
と
、
陳
蕃
・
李
腐
と
仲
が
よ

か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
官
官
に
陥
れ
ら
れ
た
の
で
、
姓
名
を
変
じ
て

汝
南
に
隠
れ
、
何
額
を
慕
う
亥
紹
は
、
密
か
に
往
来
し
何
顧
の
為
に

奔
走
す
る
友
人
の
契
り
を
結
ん
だ
と
い
う
(
『
後
漢
書
』
巻
六
七
)
。

霊
帝
の
莱
平
年
間
は
、
官
官
が
政
権
を
臨
時
に
し
た
の
で
、
気
節
の
土

が
集
ま
っ
て
攻
撃
し
た
が
、
逆
に
「
党
錨
の
禍
」
に
遭
っ
た
の
で
あ

る
。
{
臣
官
に
陥
れ
ら
れ
た
何
願
を
詔
獄
に
下
さ
れ
た
道
局
に
な
ぞ
ら

え
、
何
額
の
為
に
奔
走
し
た
亥
紹
を
浮
に
見
立
て
て
い
る
。
ま
た
貌

郁
は
、
河
東
太
守
史
郎
が
認
告
に
よ
っ
て
獄
に
下
さ
れ
た
時
、
変
装

し
て
家
鐙
と
な
り
問
を
護
衛
し
た
が
、
弼
が
市
に
棄
て
ら
れ
る
と
、

郡
人
と
と
も
に
郡
邸
を
売
払
い
、
侯
覧
に
賄
賂
を
贈
っ
て
死
罪
一
等

を
減
じ
る
こ
と
を
得
た
と
い
う
(
『
後
漢
書
』
巻
六
回
〉
。
史
弼
を
道

田
川
に
な
ぞ
ら
え
、
貌
郊
を
薄
に
見
立
て
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ

。

〉
h
ノ

陳
子
龍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
父
の
「
陳
繍
林
墓
誌
」
に
お
い
て
、

黄
道
周
は
「
今
、
世
に
史
記
・
文
選
を
請
す
る
者
無
く
、
之
有
る
は

注
③

惟
だ
探
臥
子
の
み
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
黄
道
局
が
ど

の
よ
う
な
古
典
を
規
範
と
し
て
い
た
か
を
述
べ
た
も
の
と
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
『
文
選
』
が
必
須
の
古
典
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、

「
文
は
秦
漢
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
古
文
辞
派
の
主
張
と
は
異
な

り
、
さ
ら
に
『
史
記
』
を
も
掲
げ
て
い
る
点
は
、
歴
史
に
精
通
す
べ

き
見
解
と
し
て
、
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

復
社
人
士
と
の
交
際
関
係
は
、
勿
論
、
張
薄
や
棟
子
龍
だ
け
に
際

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
で
多
く
の
人
士
と
の
交
際

が
あ
っ
た
こ
と
が
『
寅
湾
滞
集
』
か
ら
読
み
取
れ
る
。
特
に
夏
允

券
・
劉
向
升
・
越
子
春
ら
が
親
交
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
彼
等

に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
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題

義
道
局
の
継
承
伝
授
に
お
け
る
特
異
性

黄
道
局
と
東
林
や
復
社
人
士
と
の
交
際
の
様
子
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
追
い
か
け
て
み
た
。
で
は
道
局
は

こ
の
両
者
の
間
に
あ
っ
て
、
一
体
何
に
よ
っ
て
何
を
伝
え
よ
う
と
し

た
の
か
、
そ
の
継
承
伝
授
に
お
け
る
特
異
性
を
考
え
て
み
た
い
。



朱
務
尊
は
『
静
志
居
詩
話
』
巻
二
十
で
道
局
の
実
行
精
神
と
そ
の

具
体
的
行
動
を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
一
一
一
口
う
。

詞
医
に
言
葉
無
し
。
谷
な
く
容
な
き
の
地
に
居
り
、
需
次
し

て
選
を
待
つ
の
み
。
石
資
先
生
、
翰
苑
に
入
る
に
治
び
、
上
虞

の
同
年
侃
文
貞
公
と
、
倶
に
自
ら
天
下
の
重
き
に
任
命
す
。
正
を

山
中
川
び
邪
を
去
り
、
忠
を
悲
し
過
を
補
ひ
、
裾
を
引
き
て
折
離

し
、
九
死
も
回
ら
ず
。
先
生
の
詩
に
云
ふ
所
の
「
毅
ら
辞
謹
推

車
に
従
ひ
て
過
ぎ
り
、
又
湯
花
自
在
の
春
を
得
た
り
」
と
は
蓋

し
貫
録
な
り
。
、
退
い
て
諮
問
学
す
る
に
及
ん
で
、
杭
に
於
て
は
別

ち
大
携
の
洞
天
、
問
問
に
於
て
は
別
ち
蓬
莱
峡
、
少
長
成
く
集
ま

り
、
法
一
週
共
に
来
た
る
。
監
史
と
し
て
賓
を
主
る
に
、
琴
窓
鐘

潜
し
、
澱
(
周
敦
顕
)
洛
(
二
程
)
の
遺
風
を
炭
幾
ふ
。
先
生

の
磯
象
の
率
、
辞
義
深
奥
に
し
て
、
後
生
或
は
其
の
指
締
に
味

注
③しθ

こ
の
一
文
を
読
む
と
、
道
府
が
認
臣
と
し
て
、
侃
一
万
瀦
と
と
も
に

東
林
の
気
風
を
受
け
継
ぎ
、
講
学
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
議
学
を
通

じ
て
知
識
階
級
人
士
に
そ
の
学
問
精
神
を
伝
授
し
た
こ
と
が
一
呂
瞭

然
で
あ
る
。
政
界
か
ら
正
義
の
士
が
消
え
、
「
詞
林
と
言
路
の
綜
跡

注
窃

は
徴
疎
た
り
」
な
の
だ
が
、
朝
政
が
小
人
に
操
ら
れ
る
こ
と
に
義
演

し
、
何
と
か
文
章
学
問
に
よ
っ
て
腐
敗
し
た
政
治
を
尉
新
し
よ
う
と

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
身
の
処
し
方
の
基
盤
を
、
経
史
を
中
心
と
し
た

幅
広
い
読
書
に
お
き
、
打
開
策
を
講
じ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
要

す
る
に
六
経
だ
け
で
な
く
史
書
に
読
書
範
囲
を
広
げ
た
こ
と
、
ど
の

こ
と
に
道
周
の
東
林
気
風
を
継
承
伝
授
す
る
に
あ
た
っ
て
の
特
異
性
注
③

が
あ
る
。
復
社
の
メ
ン
バ
ー
が
史
書
の
著
述
に
名
を
馳
せ
た
こ
と

が
、
何
よ
り
も
そ
の
証
拠
で
あ
る
。

そ
の
最
た
る
者
は
、
天
啓
崇
禎
期
の
特
記
す
べ
き
人
物
を
列
伝
体

で
記
し
た
『
啓
禎
野
乗
』
の
著
者
郷
、
続
で
あ
ろ
う
。
銭
謙
益
は
「
啓

禎
野
乗
序
」
の
中
で
、
「
都
子
は
埠
滞
の
高
弟
に
し
て
、
卒
に
能
く

網
羅
築
集
し
、
以
て
其
の
師
の
士
山
を
縫
ぐ
。
津
浦
は
雲
車
風
馬
に
し

て
、
帝
の
左
右
に
在
り
、
陰
隠
を
敢
観
す
。
故
に
恒
に
斯
に
在
る
を

知
る
。
都
子
尚
は
く
は
之
を
勉
め
よ
、
都
子
尚
は
く
は
之
を
慎
め

注
③よ
」
と
述
べ
、
制
御
務
が
道
周
の
歴
史
に
精
通
す
べ
き
教
え
を
よ
く
守

っ
て
『
啓
禎
野
乗
』
を
書
き
あ
げ
た
と
一
詳
し
、
皇
帝
の
側
近
と
し
て

人
民
を
安
寧
に
導
く
こ
と
に
こ
そ
、
歴
史
を
ひ
も
と
く
意
義
が
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。
歴
史
を
通
し
て
現
在
を
考
え
、
未
来
を
考
え
て
い

く
と
い
う
摸
点
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
次
の
時
代
の
考
証
学
へ
と

展
開
し
て
い
く
過
渡
的
規
範
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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五

結
語

文
社
運
動
の
実
態
は
、
復
社
の
組
織
が
端
的
に
一
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
そ
の
発
生
の
当
初
に
お
い
て
は
科
挙
応
試
を
目
的
と
す
る
青
年



知
識
階
級
の
講
学
図
体
で
あ
り
、
そ
の
中
心
的
主
張
は
ま
さ
に
張
痔

の
い
わ
ゆ
る
「
古
学
を
輿
復
し
、
開
問
自
に
務
め
て
有
用
を
為
さ
し
め

注
③る
」
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
崇
禎
初
年
以
降
、
そ
の
向

人
た
ち
の
政
治
的
地
位
の
向
上
と
と
も
に
、
む
し
ろ
政
治
的
関
心
を

中
心
に
お
く
政
党
的
存
在
と
し
て
活
発
な
政
治
運
動
を
営
む
に
歪
っ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
も
当
代
知
識
階
級
の
学
問
的
方
向
が

著
し
く
政
治
的
現
実
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
間
に
お
い
て
特
に
注
話
さ
れ
る
べ
き
こ
と

は
、
名
教
節
義
を
重
ん
じ
実
学
主
義
を
奉
ず
る
当
代
知
識
階
級
土
人

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
実
行
精
神
と
そ
の
具
体
的
行
動
で
あ
る
。
こ
と

黄
道
府
の
実
行
精
神
と
そ
の
具
体
的
行
動
は
、
上
に
述
べ
た
通
り
真

に
明
末
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
精
神
と
行
動
は
、
清
朝

の
考
証
学
へ
と
展
開
し
て
い
く
上
で
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

注①
謝
罰
禎
『
明
清
之
際
議
社
運
動
考
』
(
中
華
警
局
)
一
、
引
論

②
大
久
保
英
子
「
明
末
読
書
人
結
社
と
教
育
活
動
」
(
『
近
世
中
国
教
育
史

研
究
』
)
に
よ
れ
ば
、
復
社
同
人
に
貌
大
中
の
子
貌
学
澱
・
貌
学
法
、
周

蹴
畠
の
子
周
茂
藻

-
m川
茂
閥
、
文
渓
孟
の
子
文
索
、
帰
京
建
の
子
児
廷
酢

が
お
り
、
ま
た
寅
尊
紫
の
子
寅
宗
裁
は
劉
宗
劉
を
郎
と
し
た
。
貌
大
中
・

児
版
呂
・
文
渓
孟
・
周
宗
建
・
糞
尊
紫
・
劉
宗
周
は
み
な
東
林
派
人
士
で

あ
る
。

③
後
藤
基
己
・
山
井
湧
『
明
末
清
一
初
政
治
評
論
集
』
ハ
平
凡
社
)
解
説
〔
総

論
〕
に
よ
る
。

③
溝
口
雄
一
ニ
「
い
わ
ゆ
る
東
林
派
人
士
の
思
想

i
前
近
代
に
お
け
る
中
国

思
想
の
展
掲
(
上
)
」
ハ
東
洋
文
化
研
究
紀
要
第
河
冊
)

③
古
川
幸
次
郎
「
銭
謙
益
と
東
林
i
政
客
と
し
て
の
銭
謙
益
」
(
日
本
中

留
学
会
報
第
十
一
日
集
)

⑥
豆
思
停
滞
集
』
巻
二
十
六
「
天
下
、
能
言
之
土
、
多
潟
之
銘
者
。
市
御

史
三
山
公
、
又
命
予
銘
之
。
」

⑦
「
公
輿
諸
公
授
、
不
数
月
市
烈
皇
出
。
貌
璃
父
子
凌
遅
死
、
諾
彪
虎
各

正
法
訣
0

・
:
故
天
入
手
一
勝
之
舎
、
雛
聖
人
不
能
自
持
也
。
其
勢
決
者
輿
之

挺
白
、
其
綴
長
者
輿
之
遅
久
。
挺
白
輿
遅
久
、
天
若
腕
説
之
以
得
其
口
、

則
群
天
下
俊
傑
無
所
用
其
智
力
。
故
謂
群
小
能
操
鈎
縮
、
製
人
於
先
、
曳

人
於
後
。
刻
亦
血
(
群
小
之
、
過
也
。
」

③
「
幸
謡
番
、
勉
潟
善
、
勿
以
我
倍
周
波
。
」

⑤
『
蓑
樟
滞
集
』
巻
二
十
七
「
方
公
入
魚
太
僕
、
子
、
巴
潟
照
常
。
無
保

租
、
借
一
楊
、
従
公
聴
穿
獄
。
公
、
数
約
予
過
首
ふ
一
昔
、
子
、
数
器
不
敢

也
。
及
孫
宗
伯
至
、
数
談
三
案
事
、
予
亦
徴
有
異
向
。
然
公
、
不
以
是
謂

予
不
事
。
」

⑮
「
吾
母
関
綿
翁
之
畿
、
熱
泣
関
子
、
宝
篤
稗
克
所
笑
。
母
乃
愈
泣
、
総

之
以
官
。
今
想
此
様
、
猿
腸
査
結
耳
。
」

。
『
黄
海
滞
日
築
』
巻
三
十
九
「
周
中
丞
棺
、
至
不
及
走
問
、
入
樟
値
己
建

柄
、
致
拝
璃
然
、
四
筆
。
」

⑫
『
寅
浮
浦
集
い
巻
二
十
五
「
蓋
関
之
、
聖
恩
一
色
様
、
師
風
呂
奮
。
不
哲
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不
償
、
白
日
衆
寝
。
天
啓
之
末
年
、
上
一
帝
綴
謀
、
奄
予
吐
光
、
焚
灼
天

下
、
天
下
隙
然
不
知
一
所
旦
。
間
吏
一
部
葱
洲
先
生
起
市
大
呼
、
以
潟
議
駅
之

必
且
出
、
旅
勢
之
必
旦
消
、
狐
魅
之
必
不
可
持
、
明
曲
砕
舌
、
臨
死
不

悔
。
鳴
呼
、
非
憤
奮
於
百
世
部
潟
之
乎
。
」

⑬
文
物
編
輯
委
員
会
編
塁
間
、
法
殻
刊
』
第
八
聴
に
よ
る
。

⑬
『
黄
樟
浦
集
』
巻
二
十
七
に
「
促
文
正
公
墓
誌
銘
」
を
収
録
。

⑮
『
賀
捧
滞
集
』
巻
二
十
六
に
収
録
。

⑬
そ
の
他
同
じ
く
象
伝
に
「
大
君
有
命
、
以
正
功
也
。
小
人
勿
用
、
必
能

邦
也
」
と
あ
り
、
既
済
九
三
交
辞
に
も
「
高
宗
伐
鬼
方
、
三
年
克
之
、
小

人
勿
用
」
と
あ
る
。

⑫
「
張
天
如
墓
誌
銘
」
冒
頭
の
洪
思
の
注
記
に
「
天
如
病
篤
、
猶
輿
門
人

諮
易
己
」
と
あ
る
。

⑬
「
閤
家
詞
林
之
重
、
二
百
六
十
年
会
。
承
明
起
州
、
卒
渡
靭
東
灘
、
自

非
走
者
、
比
於
雄
雑
桑
穀
。
正
嘉
之
際
、
間
一
少
愛
、
未
失
大
旨
。
至
山
中
m

蹴
雨
後
、
探
守
地
寄
、
其
大
旨
患
失
。
市
或
謂
三
代
以
上
無
書
、
好
議
害

者
、
非
愚
必
迂
。
鳴
呼
、
誠
愚
迂
、
則
合
寄
宿
可
。
六
蔽
之
設
、
何
裕

一詩。」

⑬
「
子
性
政
且
邸
。
寡
所
見
書
、
部
数
見
復
不
記
穂
、
旦
以
恵
一
一
一
口
寅
罪
、

九
折
幾
死
。
天
如
'
庇
口
約
沈
歌
、
不
喜
持
論
。
」

@
「
子
詩
、
是
一
先
生
終
蛍
以
文
接
於
鼎
耳
。
」

@
「
公
少
興
張
采
受
先
交
、
臼
タ
講
習
一
堂
之
上
、
諸
経
史
皆
手
銭
七
一
遇
、

謂
之
七
銭
請
。
受
先
既
成
準
士
、
公
盆
自
奮
、
必
文
章
廉
隅
砥
璃
0
1

一

②
「
以
張
薄
日
夜
講
経
論
史
、
矢
心
報
稿
、
骨
未
一
日
、
服
宮
穣
忠
、
入

地
巌
総
之
下
、
不
得
泣
血
自
明
、
亦
足
哀
也
o
」

②
『
黄
海
滞
集
』
巻
四
十
七
に
収
録
。

⑫
『
阪
子
龍
詩
集
』
巻
十
七
及
び
『
陳
忠
裕
公
全
集
』
巻
十
九
に
収
録
。

⑧
『
寅
樺
滞
集
』
巻
二
十
六
「
今
世
無
前
史
一
記
文
選
者
、
有
之
惟
陳
臥

子。」

③
「
詞
臣
無
言
長
。
局
元
経
元
春
之
地
、
畳
間
次
待
選
而
己
。
治
石
務
先
生

入
翰
苑
、
抱
ハ
上
庭
向
年
侃
文
貞
公
、
倶
自
任
天
下
之
重
。
崇
正
去
邪
、
澄

忠
補
退
、
引
裾
折
接
、
九
死
不
問
。
先
生
詩
所
云
、
親
従
簿
蕗
推
革
遇
、

又
得
一
拐
花
自
在
春
、
蓋
笈
録
也
。
及
退
市
議
事
、
於
杭
則
大
様
洞
天
、
於

関
別
蓬
莱
峡
、
少
一
長
成
集
、
遮
連
兵
束
。
監
史
主
賓
、
琴
琵
鐙
繋
、
佐
川
幾

掠
裕
之
遺
風
一
世
間
。
先
生
磯
象
之
撃
、
辞
義
深
J

英
、
後
生
或
味
其
指
蹄
o
」

⑫
『
寅
津
消
集
』
巻
二
十
五
「
挑
文
毅
公
碑
」
に
「
忠
烈
先
後
援
疏
、
皆

従
先
生
質
疑
義
。
先
生
亦
匡
直
不
鮮
云
。
故
事
、
詞
林
輿
言
路
綜
跡
徴

疎
。
先
生
溺
詣
青
史
法
従
離
若
蝉
翼
、
部
後
世
誰
従
明
其
若
一
台
者
」
と
あ

ス
v
o

③
例
え
ば
、
張
薄
に
は
『
史
論
』
一
一
編
が
あ
り
、
文
棄
に
は
『
烈
皇
小

議
』
六
巻
・
『
先
援
志
始
』
二
巻
が
あ
り
、
夏
允
換
に
は
『
幸
存
録
』
一

巻
、
が
あ
る
。
貫
道
局
自
身
に
も
『
議
畜
前
編
後
編
』
が
あ
り
、
ま
た
『
寅

津
滞
集
』
巻
三
十
一
に
は
史
実
に
関
す
る
雑
考
が
四
十
二
一
編
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。

争
『
牧
斎
有
学
集
』
巻
十
四
に
収
録
。
「
都
子
津
滞
高
弟
、
卒
能
網
羅
築

集
、
以
縫
其
師
之
志
。
葎
鴻
雲
車
風
馬
、
在
一
帝
左
右
、
監
観
陰
騰
。
故
知

恒
在
子
斯
。
鏡
子
向
勉
之
哉
、
都
子
向
慎
之
哉
o
l
一

品
切
『
復
社
紀
略
』
巻
一
「
輿
復
古
事
、
将
使
日
者
務
篤
有
用
。
」

(
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
〉
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